様式第９号

助　産　所　使　用　許　可　申　請　書

年　　　月　　　日

北九州市長　様

申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　
（　　年　　月　　日北九州市指令保保医第　　　号をもって許可された）下記の施設が完成したので、医療法第２７条の規定により申請します。

　＊（　　）は開設許可、変更許可を申請した者のみ記入

	開

設

者
	住所又は主たる

事務所の所在地
	〒

　　　　　　(℡　　　　　　　　)
	開設の場所
	〒

　　　　　　　(℡　　　　　　　　)

	
	氏名又は名称
	
	施設の名称
	

	使用しようとする

施　　　　　　設
	

	許可前の

入所定員
	　　　　　　　　　　　　室　　　　　　　 名　　

　

	使用予定

年月日
	　　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日



	許可後の

入所定員
	　　　　　　　　　　　　室　　　　　　　 名　　

　

	備　考
	


　添付書類

　　１　使用しようとする構造設備の平面図（開設許可又は開設許可事項の変更許可申請時に提出し

　　　　ている場合は不要。ただし、部分的に使用する個所がある場合は、平面図を添付して使用個

所を示すこと)。

　　２　開設許可後の使用許可申請においては、開設許可時から法定医療従事者に変更がある場合は、

　　医療従事者の名簿及び免許証の提示（保健所受付時に確認）又はその写しの添付（原本照合

　　　　不要）。

　　３　自主検査とする場合は、自主検査の届出書及び自主検査結果表（別紙７）
別紙７-１

自主検査結果届出書

　　年　　月　　日付の使用許可申請に伴う自主検査については、下記のとおり実施しましたので届け出ます。

	医療施設名
	

	自主検査
実施者
	氏　名
	
	
	

	
	所　属

（役職等）
	
	
	

	自主検査実施年月日
	

	自主検査実施項目

及び検査結果
	別添「自主検査結果表」のとおり

	上記のとおり、検査対象となる構造設備が医療法第７条第１項若しくは第２項の許可又は医療法第８条若しくは医療法施行令第４条第３項の届出に係る内容と相違なく、かつ、必要な基準を満たし、実際に使用可能な状態にあることを確認しました。

　　年　　月　　日

管 理 者　　　　　　　　　　　　
（院長）




· 「自主検査結果表」については、次の場合は省略できる。

１　医療法及び医療法施行規則において規定される構造設備基準に抵触する可能性がな

い範囲で行う場合

２　開設者が変更されることに伴い、形式的に新規開設となる場合であって、何ら実質

的な変更を生じない場合

自主検査結果表（助産所）
	構造設備名
	位　　置

（図面番号）
	実際の名称及び概要

（１室ごと）
	根拠条文
	構　造　設　備　基　準
	検査結果

	入所室

（構造設備基準に影響しない軽微な変更に限る。）
	
	
	法２３

則１７
	床面積、採光面積、開放面積等に変更がない。

清潔であり、衛生上、防火上及び保安上安全である。
	適・否

	入所する母子が使用する屋内の直通階段


	
	
	法２３

則１７
	２階以上の階に入所室がある場合は、入所する母子が使用する屋内の直通階段を設置。
	適・否

	避難階段
	
	
	法２３

則１７
	３階以上の階に入所室がある場合は、避難に支障がないように２以上設置。ただし、入所する母子が使用する屋内の直通階段が建築基準法施行令に規定する避難階段としての構造とする場合は兼用可。
	適・否

	分べん室


	
	
	法２３

則１７
	床面積9㎡以上（入所施設を有する場合）
	適・否

	防火上必要な設備


	
	
	法２３

則１７
	火気を使用する場合に設置。（消火設備、警報設備、避難設備）
	適・否

	消火用の機械又は器具


	
	
	法２３

則１７
	消火器、スプリンクラー等を設置。
	適・否



※法：医療法　則：医療法施行規則


※各施設は、準備室、前室等それぞれの構造設備に付随するものを含む。


※すべての構造設備について、衛生上、防火上及び保安上安全と認められるようなものであること。


※構造設備の基準については、建築基準法、消防法等の規定についても遵守していること。








